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深
浦
町
消
防
団
出
初
式

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
受

章

　

分
団
長　

第
24
分
団　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
子
田
恵
次
郎

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章

　

分
団
長　

団
本
部　
　

白
川　

信
治

　

副
分
団
長　

第
３
分
団　
　

杉
田　

英
明

　

副
分
団
長　

第
５
分
団　
　

粟
谷　

正
則

　

副
分
団
長　

第
18
分
団　
　

鶴
田　

鉄
人

　

班　
　

長　

第
３
分
団　
　

小
野　

英
幸

　

班　
　

長　

第
４
分
団　
　

大
沢　

健
一

　

班　
　

長　

第
４
分
団　
　

永
谷　

博
之

　

班　
　

長　

第
17
分
団　
　

奥
口　

貴
士

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上

　

副
分
団
長　

団
本
部　
　

山
下　

綾
子

　

副
分
団
長　

第
15
分
団　
　

中
野　

耕
樹

　

班　
　

長　

団
本
部　
　

平
沢　

弘
子

　

班　
　

長　

第
４
分
団　
　

永
谷　

博
之

　

班　
　

長　

第
４
分
団　
　

永
谷　
　

修

　

班　
　

長　

第
５
分
団　
　

熊
谷　
　

忍

　

班　
　

長　

第
16
分
団　
　

伊
東　

一
人

　

班　
　

長　

第
20
分
団　
　

堺　
　

弘
喜

　

班　
　

長　

第
23
分
団　
　

岩
本　

邦
憲

優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上

　

副
分
団
長　

第
11
分
団　
　

古
川
今
日
志

　

班　
　

長　

第
２
分
団　
　

福
沢　

聡
渉

　

班　
　

長　

第
15
分
団　
　

小
野　

篤
史

　

団　
　

員　

第
１
分
団　
　

伊
東　
　

信

　

団　
　

員　

第
３
分
団　
　

黄
金
崎
竜
太

　

団　
　

員　

第
５
分
団　
　

中
村　

一
生

　

団　
　

員　

第
７
分
団　
　

川
村　

康
輔

　

団　
　

員　

第
７
分
団　
　

野
呂　

慎
也

　

団　
　

員　

第
８
分
団　
　

鈴
木　

宣
登

　

団　
　

員　

第
９
分
団　
　

小
野　

聡
之

　

団　
　

員　

第
10
分
団　
　

山
下　

航
平

　

団　
　

員　

第
12
分
団　
　

越　
　

康
祐

　

団　
　

員　

第
16
分
団　
　

猿
川　

浩
也

　

団　
　

員　

第
18
分
団　
　

鶴
田
美
輝
也

内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
分
団
長
以
上
で
夫
婦
と

し
て
受
章
し
た
方

　

分
団
長　

第
３
分
団杉

田　

秀
樹
・
由
美
子

　

分
団
長　

第
４
分
団　
　

木
村　

良
幸
・
利
加
子

　

分
団
長　

第
７
分
団　
　

工
藤　
　

弦
・
恵　

子

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

第
５
分
団
（
横
磯
）
、
第
７
分
団
（
苗
代

沢
）

　
　最

優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　

深
浦
町
消
防
団　

第
１
中
隊

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
６
日
、
４
年
ぶ
り
に
町

民
体
育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
観
閲
す
る
中
、
約
２
０
０
人
の
団
員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及
び
分
列
行
進
を
披
露
。
消
防
団
と
し
て
の
自

覚
と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
練
磨
に
よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
士
気
盛
ん
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
団
員
な
ど
を
表
彰
。
西
﨑
昭
一
消
防
団

長
が
「
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
深
浦
町
の
実
現
を
目
指
し
技
術
の
練
磨
に
励
も
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章
し
、
今
回
、
町
長
表
彰
を
受
章
し
た
第
24
分
団
分
団
長
の
砂
子
田

恵
次
郎
さ
ん
が
「
安
全
な
町
づ
く
り
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

近
年
全
国
で
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
団
員
は
『
災
害
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

深
浦
町
消
防
団
出
初
式


